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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

　昨年 4 月、新たに指定管理者を受け、早いもので１年が経過しました。昨年度は、施設や吊り橋を始め、長年
の整備不良個所の修復や作業に多くの時間と労力を費やしましたが、水難事故は無く、来客数も前年度より大幅
な伸びを見せ、スタッフ一同成果があったものと喜んでいます。また、町民の皆さまのご支援ご協力に感謝してお
ります。今年度は、さらに施設整備の充実や水難事故防止に万全を期す所存です。

　立神峡は知る人ぞ知る桜の名所です。園内には所狭しと桜が植えられ、吊り
橋やログハウス・ロッジなどの風景にもなじみ、写真撮影には絶好のアングル
です。家族やご友人と一緒に、花見やバーベキュ－などでご利用されてはいか
がですか。なお、宿泊予約はお早めにお申し込みをお願いします。
　また、昨年植えた芝桜も少しずつ芽を吹きだしています。立神峡を憩いの
広場としてご活用ください。吊り橋には氷川町民のご厚意で寄贈された鯉の
ぼりも大きく泳いでいます。ぜひ、お子さまと一緒に見に来てください。

４月から新年度がスタート

桜満開の立神峡

お問い合わせ・お申し込み先：立神峡公園管理棟
☎62-1543　FAX62-1546（8:30～17:30 火曜定休日）

ホームページアドレス
 http://tategami-camp.com/ 

　創建は、景行天皇13年8月(743年)で、平家の一族が社殿を造営した。その後、應長元年(1311年)と建武
2年5月(1335年)に名和伯耆太夫判官が社殿の改築を行い、文久2年(1862年)に氏子により、神殿と拝殿の
修復がなされ、現在に至っている。 
　また「速玉男神」は和歌山県にある熊野三山の一つである熊野速玉大社の御祭神で、五穀豊穣と山の守
り神である。「伊弉丹神」は、日本国土と人々を生成された、イザナギ・イザナミ二柱の女神様の方で、家内
安全・夫婦和合・縁結びの神である。「事解男神」は、イザナギ・イザナミの御子で、知識豊かな学問の神で
ある。以上のように由緒正しき古宮であり、古くから秋の大祭には、前夜と当日に稚児神楽（ちごかぐら）が
奉納されています。

立神熊野座神社　氷川町立神９７４番地

立 神 熊 野 座 神 社

祭　神

御社殿
境内地
祭　日

速玉男神 ( はやたまおのかみ )
伊弉丹神 ( いざなみのかみ )
事解男神 ( ことさかおのかみ )
流造　12 坪 9 合 6 勺 ( 本殿・幣殿・拝殿 )
129 坪 4 合 8 勺
夏祭　7 月 9 日
秋祭　10 月 9 日由緒

立 神 峡 公 園 ス ポ ッ ト 紹 介


